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HALCONディープラーニング機能

◼ ディープラーニングツールはHALCONディープラーニング機能をサポートして
います。本資料では特に赤枠の機能について操作方法の説明を行います。

HALCON DL機能 DLツールでのラベリング DLツールでの学習

画像分類 ○ ○

セグメンテーション ○ -

オブジェクト検出(回転有/無) ○ -

アノマリー検出 - -

ディープラーニングエッジ検出 ○ -

インスタンスセグメンテーション ○ -

グローバルアノマリー検出 - -

DeepOCR ○ -

クリックで
ジャンプ

クリックで
ジャンプ

クリックで
ジャンプ

クリックで
ジャンプ

クリックで
ジャンプ
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HALCON ディープラーニングツールの活用

◼ ディープラーニングツールで作成したラベリング情報はデータセット(.hdict
ファイル)としてエクスポートしHALCONで使用されます。
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トレーニングサンプルプログラム

◼ 本ディープラーニングツールで出力されたラベリング情報(.hdict)を用いて、
学習･推論を実行するサンプルプログラムをご用意しております。

◼ サンプルは下記URLよりダウンロードいただけます。サンプルの解説書も併せ
てダウンロードいただけますので、プログラムに関しての詳細はそちらをご覧
ください。

トレーニングサンプルプログラム：
https://linx.jp/event/training/webinar/sp_dpl.zip

https://linx.jp/event/training/webinar/sp_dpl.zip
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ダウンロード手順

 MVTecのホームページからインストーラを入手してください

こちらをクリック

「Products」から「Deep learning Tool」を選択

https://www.mvtec.com/
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ダウンロード手順

ユーザ登録していない方はこちら

オフライン版を入手

 MVTecのホームページからインストーラを入手してください

オンライン版を入手
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インストール手順(オンライン版)

◼ 管理者権限でsom.exeを起動してください。
起動すると、MVTec Software Manager画面が表示されます。

◼ アップデートされる方はDeep Learning Tool の
「パッケージの管理」から、「22.06」を選択してインストールして下さい。
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インストールおよび実行時注意事項

 Webサーバーが起動して画面が開かれますので、デフォルトのブラウザで

表示されない場合は任意のHTML5準拠のブラウザに

下記のアドレスを入力してください

http：// localhost：8000

 最初の起動時にファイアーウォールの警告が発行される場合がありますので

その場合はアクセスを許可してください。

 システムがインターネットへの直接接続をサポートしていない場合は、

HTTPプロキシ経由で接続するように、構成設定「HTTP」にプロキシを

入力します。

[プロキシ]フィールドをクリックし、Enterを押して変更を確定します。

実際にプロキシ設定を使用するには再起動してください。



9Ⓒ LINX Corporation

インストールおよび実行時注意事項

 DeepLeanringToolが表示されずにインストールできない場合、SOMのバージョ
ンが古い可能性がございます。DeepLearningToolを再インストールして頂き、
バージョンが「1.0.0」以上であることをご確認ください。

 バージョンが対応しているにも関わらず、インストールすることができない場
合には、オフライン版をダウンロードして頂き、解凍後リポジトリフォルダ内
にあるexeを実行して頂くことでもDeepLearning Toolを実行して頂くことがで
きます。
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言語切替方法

◼ 右上にある設定のアイコンをクリックし
[Language]の設定で[言語表示名(ja_JP)]を選択してアプリケーションを
再起動することで日本語に替えられます。
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プロジェクトの作成

◼ 起動後、左上にある[新規プロジェクト]をクリックすることで
画像データとラベリングデータを結び付けるプロジェクトを生成しますProject
Nameにプロジェクトファイルの名前を入力します。
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使い方：画像分類
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使い方 プロジェクトの種類選択(画像分類)

◼ ディープラーニング手法を選択
後、新規プロジェクト名を入力
します。
画像分類を行いたい場合は

[分類]を選択してから
[プロジェクトの作成]を
選択します。

◼ 画像の相対パスのチェックを外
すことで、.hdictを自由に移動
できます。画像フォルダを動か
した場合は、「データセットの
インポート」から.hdictファイ
ルを読み込み参照する画像の再
設定を行ってください。

管理が複雑になるため、基本
はチェックを外してください。
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使い方 画像の登録(画像分類)

◼ ギャラリーのタブで、画像の追加 か画像フォルダの追加 のアイコンを
クリックし、登録を行う画像か、画像の入ったフォルダを選択します
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使い方 画像の登録：フォルダを追加(画像分類)

◼ フォルダを追加する場合：
選択したフォルダ内で使用するフォルダを指定し、そのフォルダのクラス名を
入力して [画像のインポートおよびラベル付け]を選択します。
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使い方 画像の登録：フォルダを追加(画像分類)

◼ 登録後、ギャラリータブに画像一覧が表示され、各画像にラベルが
割り当てられます。（ラベル色で判断）
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使い方 画像の登録：画像を追加(画像分類)

◼ 画像を追加する場合：
選択した画像が追加されます。この時、ラベルはまだ作成されていませんので、
ラベルクラス欄の をクリックして使用するラベルを作成します。
その後、画像を選択して一枚ずつラベルの切り替えを行います。

ラベル名を記入します
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使い方 ラベルクラスの切替と名称変更(画像分類)

◼ ラベルクラスの切替と名称変更も可能です。

ラベルクラスの切替は、対象画像を選択
した後に、切替えるラベルを選択します。

ラベルクラスの名称変更は、対象ラベル
を選択した後に、名前を変更入力します。
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学習方法：画像分類
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学習方法 学習データセットの分割

◼ 「分割を作成」をクリックすると作成でき、分割時の割合を入力することで
自動で枚数が計算されて分割できます。

◼ 「スプリットを作成し、ディストリビューションを適用」で決定します。
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学習方法 学習データセットの分割

◼ 分割した結果と詳細情報を確認することができます。

◼ 分割比率を変更する場合は「スプリットマッピングの変更」を選択してくださ
い。
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学習方法 指定した画像を直接振り分ける

◼ 画像分割後、特定の画像を手動で振り分け直すことができます。
画像を選択後、「SPLIT MAPPING」で振り分けたいところを指定することで
振り分け直すことができます。
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学習方法 パラメータ設定

◼ 「モデルを作成」をクリックすると新しいモデルを作成できます。

◼ 設定タブで学習時のパラメータを選択することができます。
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学習方法 ネットワーク設定

◼ 「事前トレーニングされたモデル」の項目で使用するネットワーク構成を
選択できます。
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学習方法 ネットワーク設定

◼ 皆様の要求タクト・精度に応じてネットワークをご選択ください

Pretraining ENHANCEDCOMPACT

高精度処理向け高速処理向け

RESNET-50

より複雑なタスク向け

ALEXNET

比較的大きな欠陥向け
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学習方法 正規化画像サイズの設定

◼ 「画像の幅」と「画像の高さ」の項目で画像サイズを設定できます。
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学習方法 画像のチャンネル数の設定

◼ 画像のチャンネル数を設定できます。
グレイ画像は「1」、カラー画像は「3」を選択してください。
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学習方法 デバイス設定

◼ 学習に使用するデバイスを設定することができます。(CPU / GPU)
GPUの時は「決定論的アルゴリズムを使用する」にチェックを入れて下さい。
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学習方法 学習の再現性

◼ 学習結果に再現性を持たせるためにランダムシード値を固定することができます。
「Random Seed」にチェックをして固定の値を入力して学習してください。
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学習方法 ハイパーパラメータの設定

◼ 学習に使用するハイパーパラメータの設定を行うことができます。
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学習方法 ハイパーパラメータの概要

◼ 学習に使用するハイパーパラメータの概要が下図になります。

外部ループ : n 回 = エポック数

内部ループ: m 回 = バッチ数

トレーニングデータの
シャッフル

学習データを
バッチサイズ毎に分割

：トレーニング
パラメータ

Training Data
トレーニングデータ

学習率,モメンタム,正則化

バッチサイズ
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学習方法 ハイパーパラメータの概要

◼ HALCONで調整できる学習パラメータは以下の通りとなっています。

⚫ バッチサイズ / Batch Size

• 1回のトレーニングで使用する画像枚数

• GPUメモリサイズに応じて調整

⚫ 学習率 / Learning Rate

• 学習の強制力を調整

⚫ モメンタム / Momentum

• 勾配降下の経路を滑らかにする度合いを調整

⚫ エポック数 / Number of Epochs

• 全トレーニングデータを繰り返し実行する回数

⚫ 正則化 / Weight Prior

• 過学習を抑制するパラメータ

パラメータ設定についてご不明な点があれば、営業担当まで御連絡ください。

値が大きな程汎用性が向上します

誤差が減少しない場合は、
大きな値に変更してください

誤差グラフが右肩下がりであれば、
大きな値に変更してください

誤差の値が変化しない場合は、
変更してください

TrainingのTop-1 Errorの値と
ValidationのTop-1 Errorの値が大きく
離れている時に変更してください
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学習方法 学習率の設定

◼ 「Learning Rate」の項目で学習率を設定することができます。

◼ 「＋」ボタンで学習率が変更するタイミングと数値を設定できます。
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学習方法 クラスごとの重みを設定

◼ 「カスタムクラスのウェイトを使用する」の マークをクリックすることで
各クラスの重みを設定できます。「バランス」は枚数に応じて自動で調節しま
す。
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学習方法 画像の水増し設定

◼ 「Enable Image Augmentation」にチェックを入れると画像の水増し設定を
行うことができます。学習に使用する枚数が少ない時に使用します。

 「Percentage of Images」: 水増しする画像の割合

 「Rotate step」 : 回転する際の角度

 「Rotate range」 : 回転する際の角度範囲

 「Mirror」 : 反転方向 (水平・垂直・両方向)

 「Brightness variation」 : ランダムな位置の指定された輝度値を
設定した範囲[±X (設定値)]で変更する
(例 : 対象の輝度値 : 100、設定値 : 20 → 変更後 : 100±20)

 「Brightness variation Spot」: 局地的な明るさのスポットを設定
した範囲[±X (設定値)]で変更する

 「Crop Relative」: ランダムで切り抜く際の行・列の割合

 「Crop Absolute」: ランダムで切り抜く際の行・列のピクセル数
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学習方法 学習率の設定方法

◼ 設定の目安

1. 学習初期の誤差が落ちない → 初期学習率を高く設定する
2. 学習中期～後期で誤差が高い値のまま → 学習率の更新値を変更

Loss

繰り返し回数

学習中期～後期で
誤差が落ちない

Loss

繰り返し回数

学習初期で誤差が落ちない
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学習方法 ハイパーパラメータの推奨設定

◼ 各ハイパーパラメータの推奨値は下図に表記した数値になります。
学習時のグラフに応じてパラメータを調整してください。
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学習方法 学習の開始

◼ 画面左下の「トレーニングを開始」で学習を開始することができます。
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学習方法 学習経過の確認

◼ 「結果」タブで学習過程をグラフで確認することができます。
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学習方法 学習結果の保存

◼ ボタンで学習結果を保存することができます。
このとき、パラメータファイルも一緒に保存されます。

※ “推論用のための～”
を選択すると必要ない
メモリは解放され、
モデルに必要なメモリ量を
大幅に削減できます。
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評価方法 評価の開始

◼ 「判定の開始」で作成したモデルの評価を行うことができます。
評価に使用するデータセットを選択します。
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評価方法 評価結果の確認(検証用画像)

◼ 「概要」タブで評価された円グラフが表示されます。
推論時の速度も「画像ごとの推論時間」で表示されます。
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評価方法 評価結果の確認(混同行列)

◼ 「混同行列」タブで評価された結果が混同行列で表示されます。
前処理後の画像やヒートマップの表示も確かめることができます。
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評価方法 評価結果をレポートで確認

◼ 評価を行うことで、 が選択できるようになります。こちらをクリックする
ことで、レポート形式で評価結果を確認することができます。
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評価方法 レポート結果の確認

◼ をクリックして保存したレポートを開くと、html形式でレポート結果を
確認することができます。
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評価方法 分類精度の確認

◼ 分類精度の評価用プログラムであるClassification_Evaluate.hdevを実行する
ことで学習結果を確認することができます。(※HALCON 最新バージョンのみ)

◼ 実行する際は下記のようなフォルダ構成になっていることをご確認ください。

Work

Classification Evaluate.hdev

Training Images

model_dl_preprocess_params.hdict

model.hdl

Dataset.hdict

フォルダ構成
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評価方法 分類精度の確認

◼ 実行することで、直感的に精度が確認できる円グラフや、どの画像がどのクラ
スに判定されたかを表で確認できる混同行列が出力されます。

精度確認

結果の確認（混同行列）
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参考 : フィルタ機能

◼ 左上の マークでフィルタ機能を使ってデータを確認することができます。

◼ 「CRITERION」で「Split Type」を選択し、「ARGUMENT」で「Validation」
を選択することで検証用画像のみ確認することができます。
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参考 : フィルタ機能

◼ 「ADD FILTER CRIITERION」で「+」マークをクリックすることで検索条件を追加できます。

◼ 下図のように設定することでOK画像の中で検証用に割り当てられている画像を検索できます。
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使い方 : セグメンテーション
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使い方 学習用画像の選択

ディープラーニングツールを起動し、「新規プロジェクト」から「セマンティックセグメンテー
ション」を選択してください。

画像の相対パスのチェックを外すことで、.hdictを自由に移動できます。画像フォルダを動かした
場合は、「データセットのインポート」から.hdictファイルを読み込み参照する画像の再設定を
行ってください。

管理が複雑になるため、基本
はチェックを外してください。
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使い方 学習用画像の選択

プロジェクトが立ち上がったらフォルダマークから学習用フォルダを
選択してください。選択すると画像がインポートされます。



53Ⓒ LINX Corporation

使い方 ラベリングの実行

表示されている画像をクリックすると画像が拡大表示され、
アノテーションできる状態となります。

ラベリング方法の選択
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使い方 ラベリングの実行

欠陥領域を囲うような形で範囲を設定して下さい。マウスのクリック
そうさのみで簡単に囲うことができるようになっております。
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使い方 データのエクスポート

アノテーションができましたら、「データセットのエクスポート」を
選択し、「dataset.hdict」というファイル名で保存して下さい
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使い方：オブジェクト検出
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使い方 プロジェクトの種類選択(オブジェクト検出)

◼ 「オブジェクト検出」を選択します。

◼ 矩形を回転させる場合は「 回転長方形」 、
回転が必要ない場合は「軸平行長方形」を
選択してください。

◼ その後、新規プロジェクト名を入力して、
[プロジェクトの作成]を選択します。

◼ 画像の相対パスのチェックを外すこと
で、.hdictを自由に移動できます。画像
フォルダを動かした場合は、「データセッ
トのインポート」から.hdictファイルを読
み込み参照する画像の再設定を行ってくだ
さい。

※ プロジェクト作成後、傾きの有/無を
変更することはできません 管理が複雑になるため、基本

はチェックを外してください。
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使い方 画像の登録(オブジェクト検出)

◼ ギャラリーのタブで、画像の追加 かフォルダの追加 をクリックし
ラベリングを行う画像か、画像の入ったフォルダを選択します
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使い方 ラベルクラスの作成(オブジェクト検出)

◼ 登録された画像をダブルクリックすることでその画像のラベリングを行います
ラベルクラス(LABEL CLASSES)の項目に必要な分類クラスを登録します
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使い方 ラベリング-X軸に平行な長方形

◼ ラベルをつけるクラスを選択し、画像上で左クリックして

ドラッグすることで領域を作成します

領域作成後にクラス、位置、サイズの変更・調整も可能です。
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使い方 ラベリング-回転のある長方形

◼ ラベルをつけるクラスを選択し、画像上で左クリックするとバーが
作成されるため、開始位置に必要な長さを引いてから
対象の幅の長さを取って長方形を作成します。
領域作成後に位置、クラス、サイズ、矩形の方向の変更・調整が可能です。
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使い方 画像の切り替えとデータエクスポート

◼ 画像の左右にある矢印より画像の切り替えが可能です。

◼ こうしてすべての画像にラベリングを行ったあと、左上の をクリックし、
[データセットのエクスポート]を選択すると、各画像ごとにラベリング処理
されたhdictファイルが出力されます。
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使い方 hdictファイルについて

◼ .hdictファイルはHALCONを用いて読み取ることができトレーニングの際に
各画像にひも付けられた矩形の位置データとして使用します。

◼ オペレータread_dictによって読み込むことができ、get_dict_tupleでキーを指
定することで各値を取得できます。

ツールで作成した位置データ

※下図ではキー ‘samples’のデータの中にある、インデックス[0]のデータの中身を参照しています。
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使い方：DeepOCR
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使い方 学習用画像の選択

ディープラーニングツールを起動し、「新規プロジェクト」から「DeepOCR」を選択してください。

画像の相対パスのチェックを外すことで、.hdictを自由に移動できます。画像フォルダを動かした場
合は、「データセットのインポート」から.hdictファイルを読み込み参照する画像の再設定を行って
ください。

管理が複雑になるため、基本
はチェックを外してください。
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使い方 学習用画像の選択

◼ プロジェクトが立ち上がったらフォルダマークから学習用フォルダを選択して
ください。選択すると画像がインポートされます。
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使い方 ラベリングの実行

◼ ラベルクラス「word」が選択された状態で、画像にカーソルを置きドラッグす
ることで矩形を描くことが出来ます。

◼ 文字領域を囲むような形で矩形を設定し、正解となる文字を入力して下さい。
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使い方 ラベリングの実行

◼ ラベルクラスの マークを押すことで文字と認識しない領域を指定すること
が可能です。このとき、「テキストクラスとして設定」のチェックボックスは
空のままにしておく必要があります。
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使い方 データセットのエクスポート

◼ アノテーションができましたら、「データセットのエクスポート」を 選択し、
「dataset.hdict」というファイル名で保存して下さい。




